
皆
さ
ん
は
、

何
か
知
り
た
い

事
柄
を
調
べ
る

際
、
ど
の
よ
う

な
ツ
ー
ル
を
利

用
し
ま
す
か
。

私
が
開
業
し
た
１
９
９
５
年
当

時
は
辞
書
な
ど
の
書
籍
に
頼
る

こ
と
が
多
く
、
患
者
さ
ん
が
服

薬
さ
れ
て
い
る
薬
の
用
法
・
容

量
、
副
作
用
を
調
べ
る
時
は
、

主
婦
の
友
社
の
「
く
す
り
の
す

べ
て
」
を
使
っ
て
い
ま
し
た
▼

そ
の
後
は
、
00
年
頃
の
グ
ー
グ

ル
検
索
の
リ
リ
ー
ス
、
10
年
か

ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
普
及
に

よ
り
聞
き
慣
れ
な
い
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
で
も
、
瞬
時
に
検

索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

▼
最
近
で
は
、C

hat G
P
T

に
代
表
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
を
用
い
て

物
事
を
調
べ
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
は
違

い
、
デ
ー
タ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

が
最
新
で
は
な
い
な
ど
の
欠
点

も
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
は
双
方

向
・
対
話
型
の
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
調
べ
た
人
個
人
に
特
化
し

た
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
将

来
、
協
会
の
返
戻
相
談
な
ど
も

事
務
局
員
に
代
わ
っ
て
Ａ
Ｉ
が

お
答
え
す
る
日
も
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
▼
も
し
、
こ
の
コ
ラ

ム
の
執
筆
も
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
私
が
広
報
部

に
所
属
し
て
い
る
意
味
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
は
そ
れ

で
寂
し
い
話
で
す
ね
。  （
Ｋ
）

パ
ブ
コ
メ
で
も
保
険
証
発
行
終
了
に
反
対

厚
生
労
働
省
は
、
８
月
の
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
12
・

43
％
で
あ
っ
た
と
発
表
し

た
。
つ
ま
り
、
９
割
弱
の
人
が

マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
っ
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
。
健
康
保
険
証

の
新
規
発
行
が
終
了
す
る
12
月

２
日
が
迫
る
中
、
利
用
率
は
低

迷
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

８
月
30
日
に
は
、
去
る
５
月

24
日
〜
６
月
23
日
に
同
省
が
行

っ
た
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
募
集
の
集
計
結
果
が
発
表
さ

れ
た
。
合
計
５
万
３
千
28
件
の

意
見
が
出
さ
れ
、
賛
否
の
内
訳

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
反
対
と
の
意
見
が
大
半
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ど
う
な
る
新
規
発
行
終
了
後

現
場
で
広
が
る
疑
問
や
不
安

協
会
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
で

も
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
連

す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。

内
容
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
参
す
る
患
者
の
場
合
、
受

診
の
都
度
提
示
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た

疑
問
や
「
訪
問
診
療
の
患
者

の
資
格
確
認
に
は
健
康
保
険

証
を
使
っ
て
い
る
が
、
健
康

保
険
証
が
使
え
な
く
な
っ
た

ら
対
応
で
き
る
の
か
」
と
い

う
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

今
回
、
そ
れ
ら
の
相
談
の
内

容
を
踏
ま
え
て
、
３
・
４
面

に
健
康
保
険
証
が
廃
止
に
な

っ
た
場
合
の
変
更
点
を
解
説

し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

一
読
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
保
険
証
の
廃
止
に
伴
う

変
更
点
は
多
岐
に
わ
た
る
。
特

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
療

養
担
当
規
則
で
原
則
義
務
化
す

る
の
は
違
憲
だ
―
と
し
て
、
全

国
の
医
師
・
歯
科
医
師
ら
１
千

415
人
が
、
国
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
義
務
が
無
効
で
あ
る

こ
と
の
確
認
な
ど
を
求
め
た
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存

在
確
認
等
請
求
訴
訟
。
第
８
回

口
頭
弁
論
が
９
月
19
日
、
東
京

地
方
裁
判
所
（
岡
田
幸
人
裁
判

長
）
の
103
号
法
廷
で
開
か
れ
、

原
告
団
26
名
が
参
加
し
、
約
70

人
が
傍
聴
し
た
。

「
勝
訴
願
う
」
会
員
の
姿
も

国
側
の
準
備
書
面
が
提
出
さ

れ
た
こ
の
日
の
口
頭
弁
論
で

は
、
岡
田
裁
判
長
か
ら
反
論
の

意
思
を
確
認
さ
れ
た
原
告
側
が

終
了
の
意
向
を
伝
え
た
。
こ
れ

に
よ
り
一
審
の
終
結
が
確
定

し
、
11
月
28
日
㈭
15
時
に
、
東

京
地
裁
103
号
法
廷
で
判
決
が
出

さ
れ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ

た
。
２
０
２
３
年
２
月
22
日
の

一
次
提
訴
、
同
４
月
21
日
の
第

１
回
口
頭
弁
論
か
ら
約
１
年
半

を
要
し
た
第
一
審
が
終
わ
り
を

迎
え
た
。
原
告
団
の
一
員
と
し

原告団事務局長の佐藤一樹氏
 （東京保険医協会理事）／写真右

協
会
は
８
月
28
日
、
東
京
都

第
二
本
庁
舎
に
て
東
京
都
保
健

医
療
局
お
よ
び
福
祉
局
に
対

し
、
協
会
が
作
成
し
た
「
２
０

に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
資
格
確

認
が
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
た
場
合
や
訪
問
診
療
時
に

は
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
の
資
格
確
認
画
面
を
提

示
し
て
も
ら
う
、
ま
た
は
高
齢

者
な
ど
の
要
配
慮
者
の
場
合
は

申
告
し
て
資
格
確
認
書
を
発
行

し
て
も
ら
う
な
ど
、
患
者
の
理

解
と
協
力
が
必
要
な
場
面
も
あ

る
。
で
あ
れ
ば
、
今
の
健
康
保

険
証
を
残
す
形
の
方
が
良
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

や
り
ま
す
!!

健
康
保
険
証
の
存
続
署
名

協
会
は
、
改
め
て
健
康
保
険

証
の
存
続
を
求
め
る
署
名
に
取

り
組
む
。
３
・
４
面
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

２
5
年
度
（
令
和
7
年
度
）
東

京
都
予
算
等
に
関
す
る
要
望

書
」
を
提
出
。
こ
れ
に
基
づ
く

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

協
会
か
ら
は
坪
田
有
史
会
長

の
ほ
か
、
本
橋
昌
宏
副
会
長
、

松
島
良
次
理
事
が
参
加
し
た
。

協
会
が
提
出
し
た
要
望
は
、

「
医
療
機
関
に
お
け
る
指

導
」「
歯
科
衛
生
士
へ
の
復
職

支
援
」「
医
療
費
助
成
制
度
」

「
患
者
ト
ラ
ブ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
の
４
項
目
。

―
医
療
機
関
に
お
け
る
指
導
に

つ
い
て

協
会
は
、
個
別
指
導
に
関
す

る
対
象
患
者
の
通
知
に
つ
い

て
、「
１
週
間
前
に
30
名
全
員

分
を
通
知
す
る
こ
と
」
お
よ
び

「
作
成
や
保
存
し
て
い
な
い
持

参
物
に
つ
い
て
は
持
参
不
要
で

あ
る
旨
を
通
知
に
明
記
す
る
こ

と
」
を
要
望
、
ま
た
、
電
子
カ

ル
テ
に
よ
る
指
導
に
つ
い
て

は
、
実
施
要
領
の
説
明
を
求
め

た
。東

京
都
側
は
、
指
導
に
つ
い

て
は
各
地
方
厚
生
局
と
都
道
府

県
で
統
一
の
内
容
で
実
施
し
て

お
り
、
当
日
の
対
象
患
者
の
通

知
時
期
、
作
成
し
て
い
な
い
書

類
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
関
東
信
越
厚
生
局
東
京
事

務
所
と
情
報
を
共
有
し
て
い
く

と
の
考
え
を
示
し
た
。
ま
た
、

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
は
、
適

切
か
つ
個
別
的
な
方
法
で
実
施

要
領
を
定
め
て
い
く
と
の
考
え

を
示
し
た
。

―
歯
科
衛
生
士
へ
の
復
職
支
援

に
つ
い
て

歯
科
衛
生
士
の
復
職
に
つ
い

て
は
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
の

技
術
や
技
量
の
維
持
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
技
術
的
な
リ
ス
キ
リ
ン
グ

が
で
き
る
よ
う
な
支
援
や
、
再

就
職
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
な
ど

を
要
望
し
た
。

東
京
都
側
は
、
歯
科
衛
生
士

の
確
保
策
と
し
て
再
就
業
対
策

が
よ
り
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

を
示
し
、
現
在
、
国
が
歯
科
専

門
職
の
業
務
実
態
、
働
き
方
改

革
、
働
き
方
に
関
す
る
調
査

や
、
業
務
の
や
り
が
い
や
魅
力

を
伝
え
る
た
め
の
効
果
的
な
普

及
啓
発
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
に
則
し
た
形
で

離
職
し
た
歯
科
衛
生
士
に
向
け

た
複
合
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

備
え
た
研
修
を
実
施
し
て
い
く

と
の
考
え
を
示
し
た
。

―
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

「
通
院
１
回
に
つ
き
最
大
200

円
ま
で
」
と
い
う
自
己
負
担
金

が
残
っ
て
い
る
た
め
、
多
摩
地

区
な
ど
で
は
、
以
前
か
ら
歯
科

受
診
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と

の
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

東
京
都
の
子
育
て
支
援
に
関
す

る
予
算
か
ら
自
己
負
担
分
を
捻

出
で
き
な
い
か
要
望
し
た
。

東
京
都
側
は
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
制
度
は
、
一
定
の

自
己
負
担
を
前
提
と
す
る
国

の
医
療
保
険
制
度
の
も
と
、

自
己
負
担
を
設
け
て
い
る
と

説
明
。
200
円
の
自
己
負
担
に

つ
い
て
、
協
会
側
に
理
解
を

求
め
た
。

―
患
者
ト
ラ
ブ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て

東
京
都
が
開
設
し
た
「
専
用

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口
」

に
つ
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

事
例
の
公
表
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
相
談
窓
口
は

在
宅
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
外
来
も
含
め
た
対
応
を

求
め
た
。

東
京
都
側
は
、
相
談
窓
口
に

て
法
廷
に
足
を
運
ん
だ
当
協
会

会
員
の
扇
山
隆
氏
は
、「
多
く

の
方
が
傍
聴
さ
れ
、
関
心
の
高

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
原
告
席

に
は
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
先
生
方
が
お
り
、
感
謝
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と
は
勝
訴
を

願
う
ば
か
り
で
す
」
と
、
判
決

へ
思
い
を
馳
せ
た
。

そ
の
後
、
記
者
・
原
告
説
明

会
が
行
わ
れ
、
原
告
弁
護
団
の

二
関
辰
郎
弁
護
士
が
、
こ
れ
以

上
の
反
論
を
し
な
か
っ
た
理
由

を
説
明
。
原
告
団
と
し
て
11
月

中
の
判
決
を
求
め
て
い
る
こ
と

や
、
国
側
の
主
張
内
容
が
過
去

の
準
備
書
面
か
ら
の
繰
り
返
し

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙

げ
、
反
論
の
必
要
性
が
な
い
と

の
判
断
に
至
っ
た
こ
と
を
明
か

し
た
。

喜
田
村
洋
一
弁
護
士
は
、

「
判
決
の
言
い
渡
し
の
日
が
い

つ
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
の

が
一
番
の
関
心
事
で
あ
っ
た
」

と
し
、「
裁
判
所
は
我
々
の
訴

え
に
対
し
て
、
真
摯
に
検
討
し

て
、
法
律
、
憲
法
に
基
づ
い
た

判
決
が
出
さ
れ
る
も
の
だ
と
確

信
し
て
い
る
。
次
に
皆
さ
ま
と

お
会
い
し
て
、
良
い
結
果
に
つ

い
て
討
論
で
き
た
ら
と
思
う
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

寄
せ
ら
れ
た
事
例
を
分
析
し
、

今
後
、
在
宅
医
療
従
事
者
向
け

の
研
修
で
共
有
し
て
い
く
と
の

考
え
を
示
し
、
外
来
診
療
に
お

け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
よ
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
医
療

現
場
の
安
全
を
確
保
し
、
安
心

し
て
従
事
で
き
る
環
境
を
整
備

し
て
い
く
と
説
明
し
た
。

協会の要望４項目
①医療機関における指導
・個別指導に係る対象患者数について
・電子カルテによる指導の実施要領に
ついて

②歯科衛生士への復職支援
・歯科衛生士の復職に向けたリスキリ
ングについて

・歯科衛生士の復職支援に対する施策
について

③医療費助成制度
・子どもに関する医療費助成制度につ
いて

・子ども医療費の患者負担額総計につ
いて

④患者トラブル・ハラスメント
・東京都が開設した「専用ハラスメン
ト相談窓口」について

（左から）本橋昌宏副会長、坪田有史会長、松島良次理事

マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
率
は
12
・
43
％

都保健医療局・福祉局に要望
東京都歯科保健推進計画など東京都歯科保健推進計画など４４項目項目

オン資訴訟結審 判決は11月28日オン資訴訟結審 判決は11月28日
「我々の訴え真摯に検討」弁護団明かす「我々の訴え真摯に検討」弁護団明かす

厚労省に要請
診療報酬の改善を求める
オンライン請求の返戻など
10月から〝紙媒体は廃止〟

２

【解説】健康保険証発行終了
後はどうなるのか？

３

薬剤長期収載品の選定療養 ６

News　View

　東京歯科保険医協会では、社会情勢の変
化に応じた働き方の改善を進めています。
　その一環として「東京歯科保険医新聞」も
10月１日号から原則として本紙８面編成に
変更することとなりました。会員の皆さま
にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解
のほどよろしくお願い申し上げます。

お知らせ

（ 1） 第６５５号 ２０２４年（令和６年）１０月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日
第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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厚
労
省
に
要
請

 
診
療
報
酬
の
改
善
を
求
め
る

　
協
会
は
９
月
４
日
、
厚
生
労

働
省
保
険
局
医
療
課
に
対
し
、

本
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
２

０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

改
善
を
求
め
る
要
請
を
行
な
っ

た
。
協
会
か
ら
は
、
坪
田
有
史

会
長
、
加
藤
開
・
本
橋
昌
宏
両

副
会
長
、
川
本
弘
・
濱
㟢
啓
吾

両
理
事
が
参
加
。
厚
労
省
側

は
、
保
険
局
医
療
課
の
和
田
康

志
歯
科
医
療
管
理
官
、
伊
東
孝

課
長
補
佐
、
山
路
正
登
主
査
、

岡
部
眞
利
主
査
が
対
応
し
た
。

　
主
に
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
」「
施
設
基
準
」「
医
学
管

理
」「
歯
冠
修
復
」「
有
病
者
治

療
」「
そ
の
他
」
の
６
項
目
に

つ
い
て
、
歯
科
医
療
現
場
で
の

意
見
も
踏
ま
え
改
善
を
要
請
し

た
。

　
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
に
つ

い
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
賃

上
げ
を
目
的
に
新
設
さ
れ
た

が
、
安
心
・
安
全
な
歯
科
医
療

を
患
者
に
提
供
す
る
た
め
、
対

象
職
員
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
基

本
診
療
料
や
技
術
料
な
ど
の
点

数
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
対
応

す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
施
設
基
準
に
つ
い
て

は
、
医
療
機
関
を
施
設
基
準
で

縛
ら
な
い
こ
と
、
口
管
強
の
届

出
の
有
無
に
よ
り
、
Ｆ
局
や
歯

清
な
ど
の
算
定
間
隔
や
算
定
項

目
に
差
を
設
け
な
い
こ
と
を
要

望
し
た
。

　
医
学
管
理
に
つ
い
て
は
、
口

腔
機
能
低
下
症
の
診
断
基
準
と

口
腔
機
能
管
理
料
の
算
定
要
件

を
同
一
に
し
、
咬
合
圧
検
査
と

咀
嚼
能
力
検
査
の
併
算
定
も
認

め
る
よ
う
改
善
を
求
め
た
。

　
一
方
、
歯
冠
修
復
に
つ
い
て

は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
イ

ン
レ
ー
の
適
応
条
件
が
複
雑
す

ぎ
て
、
現
場
で
混
乱
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
第
三
大
臼
歯
や
後

継
永
久
歯
の
な
い
乳
歯
も
適
応

と
す
る
な
ど
、
歯
科
医
師
の
裁

量
に
任
せ
、
併
せ
て
適
応
条
件

を
簡
素
化
す
る
た
め
の
疑
義
解

釈
通
知
の
発
出
を
求
め
た
。

　
さ
ら
に
、
有
病
者
治
療
に
つ

い
て
は
、
歯
周
病
ハ
イ
リ
ス
ク

患
者
加
算
の
対
象
を
「
糖
尿
病

の
患
者
」
に
限
定
せ
ず
、
適
応

を
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
の
改
善

を
求
め
た
。

　
そ
の
他
、
今
次
改
定
で
抜
髄

や
生
切
に
対
し
て
麻
酔
薬
剤
料

が
算
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
そ
の
他
の
処
置
に
お
い
て

も
、
使
用
し
た
麻
酔
薬
剤
料
は

算
定
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

改
善
を
求
め
た
。

　
引
き
続
き
歯
科
医
療
現
場
の

声
を
厚
労
省
に
要
請
し
て
い
く

の
で
、
改
善
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
算
定
要
件
や
対
象
の
拡
大

な
ど
の
要
望
は
、
協
会
ま
で
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
則
一
本
化
の
問
題
を
整
理

  

マ
イ
ナ
保
険
証
を
巡
り

マ
イ
ナ
保
険
証
を
巡
り

  

東
京
弁
護
士
会
が
市
民
集
会
開
く

東
京
弁
護
士
会
が
市
民
集
会
開
く

　

マ
イ
ナ
保
険
証
で

　

良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
の
か

　
東
京
弁
護
士
会
は
８
月
22

日
、「
困
っ
た
も
ん
だ
よ
、
マ

イ
ナ
保
険
証
～
本
当
に
保
険
証

を
廃
止
し
て
い
い
の
か
?!
～
」

と
題
し
て
、
市
民
集
会
を
開
催

し
た
。
基
調
報
告
を
行
っ
た
出

口
か
お
り
弁
護
士
（
日
弁
連
情

報
問
題
対
策
委
員
会
事
務
局

長
）
は
、
日
本
弁
護
士
会
が
昨

年
11
月
14
日
に
発
表
し
た
意
見

書
を
参
考
に
、
政
府
が
進
め
る

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
原
則
一
本

化
の
課
題
を
報
告
（
表
）。
そ

の
上
で
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
の

方
が
現
行
の
健
康
保
険
証
よ
り

も
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
の

か
」
な
ど
、
現
場
の
声
を
知
り

た
い
旨
、
問
題
提
起
し
た
。

　
基
調
講
演
は
橋
本
政
宏
氏

（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副

会
長
）
が
、
限
ら
れ
た
時
間
で

資
格
確
認
と
診
療
を
行
っ
て
い

る
が
、「
資
格
情
報
な
し
」「
名

前
な
ど
が
●
マ
ー
ク
で
表
示
さ

れ
る
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生

と
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
診
療

に
も
影
響
す
る
と
し
た
。
さ
ら

に
車
い
す
利
用
者
や
高
齢
者
は

顔
認
証
を
行
う
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
こ
と
、
多
く
の
介
護
施
設
で

は
保
険
証
を
預
か
っ
て
い
る
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
暗
証

番
号
は
預
か
る
わ
け
に
は
い
か

ず
、
そ
の
問
題
が
十
分
に
解
決

さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

　
講
演
後
の
対
談
で
は
、
政
府

が
マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
い
る
薬
剤
情
報
な
ど
の

  

  

  

表表：：ママイイナナ保保険険証証にに一一本本化化ししたた場場合合のの主主なな課課題題  

 健康保険証 ママイイナナ保保険険証証  

入手方法 特段の申請は不要 患患者者のの申申請請がが必必要要＊＊  

更新手続き 〃 
最最低低５５年年にに１１度度、、  

役役所所等等ででのの手手続続ききがが必必要要。。  

介護施設入所者 

への対応 

多くの施設で、 

健康保険証を施設側で管理 

多多くくのの施施設設でで、、  

ママイイナナ保保険険証証のの管管理理はは困困難難  

＊：マイナ保険証がない患者に発行される「資格確認書」も申請が必要と 
されているが、当面の間は申請なしで自動で発行される。ただし、いつ 
まで申請なしで発行されるかは明らかではない。 

和田康志歯科医療管理官（左）に要請書を手渡す坪田有史会長和田康志歯科医療管理官（左）に要請書を手渡す坪田有史会長

１０１０月からの変更に注意月からの変更に注意

医療ＤＸ推進体制整備加算医療ＤＸ推進体制整備加算

　
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
行
う
医

療
機
関
に
対
す
る
返
戻
レ
セ
プ

ト
、
お
よ
び
通
知
の
紙
で
の
送

付
が
10
月
（
９
月
審
査
分
）
か

ら
廃
止
さ
れ
る
。
電
子
媒
体
や

紙
媒
体
で
請
求
し
て
い
る
場
合

の
取
り
扱
い
に
変
更
は
な
い
。

　
10
月
以
降
は
返
戻
レ
セ
プ
ト

や
各
種
帳
票
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
み
の
取
り
扱
い
に
な
る
。
そ

の
た
め
、
各
医
療
機
関
で
３
カ

月
以
内
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
促
す
注
意

喚
起
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
表
示

や
審
査
支
払
機
関
か
ら
確
認
の

電
話
な
ど
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

本
来
、
診
療
報
酬
の
請
求
権
は

診
療
翌
月
か
ら
５
年
間
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
期
間
が
３
カ
月
と
い
う
扱

い
は
請
求
権
と
の
関
係
か
ら
問

題
で
あ
る
。

　
事
情
に
よ
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
期
間
内
に
行
え
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
審
査
支
払
機
関
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た

い
。

表１：マイナ保険証の利用率区分と算定時期

２０２４年
10月～ 12月

２０２５年
１月～３月

医 DX １（9点） 15％ 30％

医 DX ２（8点） 10％ 20％

医 DX ３（6点） 5％ 10％

表２：参照可能なマイナ保険証利用率の実績

レセプト件数
ベース

オン資件数
ベース

10月 ５～７月 ６～８月

11月 ６～８月 ７～９月

12月 ７～９月 ８～ 10月

１月 ８～ 10月 ９～ 11月

２月 ９～ 11月 （経過措置終了）

　
初
診
料
の
加
算
と
し
て
新
設

さ
れ
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制

整
備
加
算
（
医
Ｄ
Ｘ
）」
が
、

10
月
以
降
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
に
応
じ
て
、
３
つ
に
区

分
さ
れ
る
。

　
９
月
末
ま
で
は
、
施
設
基
準

を
届
け
出
た
医
療
機
関
に
お
い

て
、
初
診
料
に
６
点
の
加
算
だ

っ
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
は
表

１
の
通
り
、
算
定
時
期
に
応
じ

て
利
用
率
の
区
分
が
異
な
る
。

支
払
基
金
か
ら
毎
月
メ
ー
ル
で

通
知
さ
れ
る
利
用
率
に
基
づ

き
、
算
定
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
返
戻
な
ど

1010
月
か
ら〝
紙
媒
体
は
廃
止
〟

月
か
ら〝
紙
媒
体
は
廃
止
〟

閲
覧
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。

　
橋
本
氏
は
、「
有
効
な

事
例
は
一
部
あ
る
が
、
診

療
の
質
が
向
上
す
る
と
ま

で
は
言
え
な
い
」
と
指
摘

し
た
。
出
口
弁
護
士
は
、

「
薬
剤
情
報
は
レ
セ
プ
ト

を
基
に
し
て
い
る
た
め
直

近
の
情
報
が
反
映
さ
れ
て

お
ら
ず
、
お
薬
手
帳
の
方

が
よ
り
有
効
で
は
な
い
の

か
」
と
発
言
し
た
。

　
要
介
護
者 

と
そ
の

　

 

家
族
に
は
難
し
い

　

な
お
、
質
疑
応
答
で

は
、
親
を
施
設
に
預
け
て

い
る
と
い
う
参
加
者
か
ら

「
健
常
者
と
違
い
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
管
理
は
困
難

で
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
悩
ん
で

い
る
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、

マ
イ
ナ
保
険
証
に
原
則
一
本
化

し
た
場
合
の
課
題
が
、
改
め
て

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
協
会
は
、
東
京
都
の
２
０

２
５
年
度
予
算
を
テ
ー
マ

に
、
都
議
会
の
ミ
ラ
イ
会

議
、
日
本
共
産
党
都

議
団
に
対
し
、
要
請

を
行
っ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
東

京
都
へ
の
次
年
度
予

算
要
請
４
項
目
に
つ

い
て
説
明
し
た
（
詳

細
１
面
）。
ま
た
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

に
は
、
書
面
に
よ
る

要
望
書
を
提
出
し

た
。

　
協
会
か
ら
要
望
し

た
「
指
導
」
に
つ
い
て
は
、

「
生
活
保
護
の
個
別
指
導
が

始
ま
っ
た
時
期
は
い
つ
頃
な

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

問
題
が
懸
念
さ
れ
る
の

か
、
具
体
的
に
訴
え
て
い
っ

た
方
が
よ
い
」

（
日
本
共
産

党
）、
歯
科
衛
生

士
の
復
職
支
援
に

つ
い
て
は
「
募
集

を
か
け
て
も
雇
用

が
で
き
な
い
実
情

は
、
他
業
種
で
も

起
こ
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要

な
の
か
、
い
ろ
い

ろ
と
ア
イ
デ
ア
を

寄
せ
て
ほ
し
い
」（
ミ
ラ
イ

会
議
）
な
ど
の
回
答
を
得

た
。

東京都議会会派に要請東京都議会会派に要請

都要請４項目に理解

日本共産党(左から和泉なおみ都議、藤田りょうこ都議)日本共産党(左から和泉なおみ都議、藤田りょうこ都議)

ミライ会議（左から桐山ひとみ都議、もり愛都議、ミライ会議（左から桐山ひとみ都議、もり愛都議、
米川大二郎都議、田の上いくこ都議）米川大二郎都議、田の上いくこ都議）

　
東
京
都
が
、
医
療
機
関
等
に

対
す
る
物
価
高
騰
支
援
対
策
を

今
年
度
の
補
正
予
算
に
計
上
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
第

３
回
定
例
都
議
会
で
決
定
後
、

交
付
さ
れ
る
。

　
金
額
は
１
歯
科
医
療
機
関
あ

た
り
最
大
15
万
円
。
具
体
的
な

給
付
方
法
は
、
今
後
公
表
さ
れ

る
。

　
こ
の
支
援
金
は
、
物
価
高
騰

に
直
面
す
る
医
療
機
関
等
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
緊
急
対
策
と

し
て
支
給
す
る
も
の
で
、
正
式

名
称
は
「
医
療
機
関
等
物
価
高

騰
緊
急
対
策
事
業
」
で
総
額
約

89
億
円
。
歯
科
診
療
所
の
ほ

か
、
病
院
、
有
床
・
無
床
診
療

所
、
有
床
・
無
床
助
産
所
、
施

術
所
の
ほ
か
、
今
回
は
歯
科
技

工
所
も
対
象
と
な
る
。
歯
科
診

療
所
や
無
床
診
療
所
は
最
大
15

万
円
、
歯
科
技
工
所
は
最
大
７

医
療
機
関
等
へ
の
物
価
高
騰
支
援
金

万
５
千
円
が
支
給
さ
れ
る
。

　
協
会
で
は
か
ね
て
よ
り
東
京

都
に
対
し
て
、
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
歯
科
医
療
機
関
へ

の
支
援
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
て
い
た
。
ま
た
、
歯
科
技

工
所
に
つ
い
て
も
、
医
療
機
関

と
同
様
の
支
援
を
求
め
る
要
望

を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
物
価

高
騰
支
援
策
は
、
こ
れ
ま
で
協

会
が
続
け
て
き
た
要
望
が
、
実

現
し
た
形
と
な
っ
た
。

　
医
療
機
関
へ
の
支
援
金
は
２

０
２
３
年
度
に
春
と
秋
そ
れ
ぞ

れ
、
１
医
療
機
関
当
た
り
１
万

円
が
支
給
さ
れ
た
。
し
か
し
、

手
続
き
の
手
間
が
か
か
り
す
ぎ

る
と
し
て
不
満
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を

問
い
合
わ
せ
る
と
都
は
、
具
体

的
な
回
答
は
避
け
た
も
の

の
、
今
回
は
極
力
改
善
を
し
た

い
と
回
答
し
た
。

歯
科
医
療
機
関
１５
万
円

歯
科
技
工
所

７．５
万
円

都が３定議会で
決定へ

　マイナ保険証の利用率は、加算を算定する３カ月前から
５カ月前のうち最も高い月の「レセプト件数ベース保険証
利用率」を用いる。ただし、経過措置として２０２５年１
月までは、２カ月前から４カ月前の「オンライン資格確認
ベースマイナ保険証利用率」を用いることもできる（表２）。
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図２：健康保険証と資格確認書の違い
健康保険証 資格確認書

表面のイメージ
（カード型）

発行の対象 すべての患者 マイナ保険証がない患者や
保険者が必要と認めた患者※

発行の申請 申請不要 申請不要
（原則、申請による発行とされてる）

発行時期 ― 健康保険証の有効期限が切れる前
※：申請により交付された要配慮者（マイナ保険証での受診が困難な高齢者や障害者）なども含まれる。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

患
者
に
資
格
確
認
書

患
者
に
資
格
確
認
書

切
替
時
期
は
患
者
ご
と
に
違
う

切
替
時
期
は
患
者
ご
と
に
違
う

保
険
者
ご
と
に
対
応
が
異
な

る
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い

患
者
を
対
象
に
、
健
康
保
険
証

の
有
効
期
限
前
に
「
資
格
確
認

書
」
が
発
行
さ
れ
る
（
図

２
）。
様
式
は
健
康
保
険
証
と

同
じ
で
あ
る
。

健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
後

は
資
格
確
認
書
を
提
示
す
る

が
、
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限

は
①
２
０
２
５
年
12
月
１
日
ま

で
、
ま
た
は
②
そ
の
前
に
切
れ

る
場
合
は
そ
れ
ま
で
で
あ
り
患

者
ご
と
に
切
替
時
期
が
異
な
る

た
め
注
意
が
必
要
だ
。

オ
ン
資
未
導
入
の
場
合

オ
ン
資
未
導
入
の
場
合

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

な
ど
提
示

な
ど
提
示

マ
イ
ナ
保
険
証
が
あ
る
患
者

に
は
、
資
格
情
報
が
記
載
さ
れ

た
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

が
交
付
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
マ

イ
ナ
保
険
証
が
あ
る
患
者
が
オ

ン
資
未
導
入
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
と
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
を
提
示
す
る
か
、
マ
イ
ナ

保
険
証
と
ス
マ
ホ
等
で
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
の
医
療
保
険
被
保
険

者
資
格
情
報
の
画
面
を
提
示
す

る
（
図
３
）。

な
お
、
オ
ン
資
未
導
入
の
う

ち
義
務
化
対
象
外
の
医
療
機
関

（
紙
レ
セ
プ
ト
請
求
）
な
ど
の

場
合
は
、
医
療
機
関
の
判
断
で

資
格
確
認
限
定
型
の
オ
ン
資
を

導
入
し
て
対
応
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
バ
イ
ル

端
末
お
よ
び
汎
用
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
購
入
費
用
等
を
対
象

に
、
事
業
額
４
・
１
万
円
の
３

／
４
（
最
大
３
・
１
万
円
）
を

補
助
す
る
助
成
金
が
あ
る
（
申

請
締
切
：
２
０
２
５
年
１
月
15

日
）。
詳
細
は
、「
医
療
機
関
等

向
け
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
内
の
「
義
務
化
対
象
外
機

関
（
紙
レ
セ
プ
ト
請
求
等
）
に

お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
つ
い
て
（
マ
イ
ナ
資
格
確
認

ア
プ
リ
）」
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

在
宅
は
マ
イ
ナ
保
険
証
と

在
宅
は
マ
イ
ナ
保
険
証
と

資
格
確
認
書
の

資
格
確
認
書
の
２２
枚
持
ち
も

枚
持
ち
も

訪
問
診
療
時
、
マ
イ
ナ
保
険

証
が
あ
る
患
者
に
お
い
て

は
、
①
マ
イ
ナ
保
険
証
と
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
提
示

す
る
、
②
マ
イ
ナ
保
険
証
と
ス

マ
ホ
等
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

医
療
保
険
被
保
険
者
資
格
情
報

の
画
面
を
提
示
す
る
方
法
に
加

え
て
、
③
本
人
の
申
請
で
保
険

者
か
ら
要
配
慮
者
と
判
断
さ

れ
、
交
付
さ
れ
る
資
格
確
認
書

を
提
示
す
る
方
法
で
資
格
確
認

を
行
う
（
図
４
）。
訪
問
診
療

で
は
施
設
入
所
者
が
多
く
、
大

部
分
の
施
設
は
マ
イ
ナ
保
険
証

の
管
理
に
消
極
的
で
あ
る
。
患

者
と
の
相
談
が
必
要
に
な
る

が
、
保
険
者
に
申
請
し
て
資
格

確
認
書
を
発
行
し
て
も
ら

い
、
資
格
確
認
を
行
う
方
法
が

現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
医
療
機
関
の
判
断
で

居
宅
同
意
取
得
型
の
オ
ン
資
を

導
入
し
、
そ
れ
で
対
応
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
レ

セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
改

マ
イ
ナ
保
険
証
は

マ
イ
ナ
保
険
証
は
２２
種
類
種
類

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
顔
認
証

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
す
る

こ
と
で
利
用
で
き
る
が
、
通
常

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

か
、
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
か
に
よ
り
、
機
能
に
違
い

が
あ
る
（
図
１
）。

顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
は
、
カ
ー
ド
表
面
に
「
顔

認
証
」
の
印
字
が
あ
る
。
当
該

カ
ー
ド
は
暗
証
番
号
の
入
力
が

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
使
用
で
き

ず
、
医
療
機
関
に
お
い
て
は
暗

証
番
号
に
よ
る
資
格
確
認
が
で

き
な
い
。

ま
た
、
顔
認
証
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

も
利
用
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
資
格

確
認
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
た
場
合
は
、
今
後
マ
イ
ナ
保

険
証
を
有
す
る
患
者
ら
に
交
付

さ
れ
る
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
を
提
示
し
て
も
ら
う
か

（
様
式
は
図
３
を
参
照
）、「
被

保
険
者
資
格
申
立
書
」
を
提
出

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

オ
ン
資
導
入
済
の
医
療
機
関

は
、
カ
ー
ド
の
違
い
や
マ
イ
ナ

保
険
証
で
資
格
確
認
が
で
き
な

い
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
方
法
を
あ

ら
か
じ
め
熟
知
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

図１：マイナンバーカードと顔認証マイナンバーカードの違い
マイナンバーカード 顔認証マイナンバーカード

表面　※１

資格確認方法 顔認証、暗証番号暗証番号、目視確認 顔認証、目視確認
外来診療の使用 ○ ○
訪問診療の使用 ○           △　※２
オンライン診療
の使用 ○ ×

マイナ保険証で資
格確認ができない
場合の対応方法

①健康保険証の提示
②マイナ保険証＋「資格情報のお知らせ」を提示
③マイナ保険証＋スマホ等でマイナポータルの③マイナ保険証＋スマホ等でマイナポータルの
医療保険被保険者資格情報の画面を提示医療保険被保険者資格情報の画面を提示

④「被保険者資格申立書」を提出

①健康保険証の提示
②マイナ保険証＋「資格情報のお知らせ」を
提示　※３

③「被保険者資格申立書」を提出

※１：顔認証マイナンバーカードは、カードの追記欄に「顔認証」と印字されている。
※２：現行の居宅同意取得型システム（マイナ在宅受付Web）では使用できないが、今年10月実装予定のアプリ

ケーションでは暗証番号に加え目視確認も可能となるため、当該カードが使用可能。
※３：「資格情報のお知らせ」は、図３を参照。

解
説
解
説

　健康保険証の発行終了予定まで2カ月。会員からは「顔認証マイナ　健康保険証の発行終了予定まで2カ月。会員からは「顔認証マイナ
ンバーカードとは何か」「訪問診療時の資格確認はどうするのか」「オンバーカードとは何か」「訪問診療時の資格確認はどうするのか」「オ
ンライン資格確認システム（以下、オン資）未導入の場合はどうするンライン資格確認システム（以下、オン資）未導入の場合はどうする
のか」「子どもが受診する際もマイナンバーカードの持参が必要か」のか」「子どもが受診する際もマイナンバーカードの持参が必要か」
など、さまざまな相談が寄せられている。相談事例を踏まえ、今年12など、さまざまな相談が寄せられている。相談事例を踏まえ、今年12
月2日に健康保険証の新規発行が終了したらどうなるのかを整理した月2日に健康保険証の新規発行が終了したらどうなるのかを整理した
い。い。
　なお、紹介する内容は9月中旬時点のものであり、今後、変更があ　なお、紹介する内容は9月中旬時点のものであり、今後、変更があ
った場合には、機関紙やメールニュースなどでお知らせする。った場合には、機関紙やメールニュースなどでお知らせする。
 （ （４４面＝経営・税務相談Q＆Aもあわせてご覧ください）面＝経営・税務相談Q＆Aもあわせてご覧ください）

修
等
お
よ
び
モ
バ
イ
ル
端
末
や

汎
用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
購
入

費
用
等
を
対
象
に
、
歯
科
診
療

所
に
対
し
、
事
業
額
17
・
１
万

円
の
３
／
４
（
最
大
12
・
８
万

円
）
を
補
助
す
る
助
成
金
が
あ

図４：訪問診療時の資格確認方法
マイナ保険証 資格確認方法

ありの
患者

①「マイナ保険証」と「資格情報のお知らせ」を提示　※
②「マイナ保険証」とスマホ等でマイナポータルの医療保険被保

険者資格情報の画面を提示　※
③申請で保険者から交付された「資格確認書」を提示　※

④【居宅同意所得型のオン資導入の医療機関の場合】
居宅同意取得型のオン資で資格確認

なしの
患者 「資格確認書」を提示　※

※：「資格情報のお知らせ」および資格情報の画面は図３を、「資格確認書」は図２を参照。

る
（
申
請
締
切
：
２
０
２
５
年

１
月
15
日
）。
詳
細
は
、「
医
療

機
関
等
向
け
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」
内
の
「
訪
問
診
療
等
に

つ
い
て
（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
）」を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

児
童
の
取
り
扱
い

児
童
の
取
り
扱
い

児
童
に
お
い
て
も
、
マ
イ
ナ

保
険
証
が
あ
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
そ
の
持
参
と
提
示
が
必

要
と
な
る
。
た
だ
し
、
修
学
旅

行
等
の
学
校
行
事
や
部
活
動
の

合
宿
・
遠
征
等
に
お
い
て
本
人

が
持
参
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に

表
示
さ
れ
る
医
療
保
険
被
保
険

者
資
格
情
報
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
を
あ
ら
か
じ
め
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
も
の
や
そ
の
印
刷

物
、
②
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
、
ま
た
は
そ
の
写
し
の
提
示

で
も
よ
い
。
原
本
の
紛
失
リ
ス

ク
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
①
の
印

刷
物
や
②
の
写
し
を
持
参
す
る

場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

健
康
保
険
証
の
存
続
求
め
る

健
康
保
険
証
の
存
続
求
め
る 

署
名
に
ご
協
力
を

署
名
に
ご
協
力
を

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
終
了

に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
変

わ
る
。マ
イ
ナ
保
険
証
が
あ
る
患

者
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

加
え
、ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合

等
に
備
え
て
、「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」も
持
参
す
る
か
、ス
マ

ホ
等
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
医

療
保
険
被
保
険
者
資
格
情
報
画

面
を
受
付
に
示
す
作
業
が
必
要

に
な
る
。訪
問
診
療
が
必
要
な
高

齢
者
や
要
介
護
者
に
そ
れ
を
求

め
る
の
は
困
難
で
あ
り
、患
者
ら

と
相
談
し
て「
資
格
確
認
書
」を

発
行
し
て
も
ら
う
場
合
も
多
い

と
推
察
さ
れ
る
。今
年
12
月
２
日

に
発
行
を
終
了
す
べ
き
か
、真
に

考
え
る
べ
き
だ
。

協
会
は
、
健
康
保
険
証
の
存

続
を
求
め
る
署
名
を
改
め
て
会

員
に
お
送
り
す
る
（
図
５
）。
10

月
上
旬
に
届
く「
月
刊
保
団
連
」

10
月
号
に
同
封
し
て
い
る
の

で
、
以
前
署
名
し
た
方
も
ぜ
ひ

と
も
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

図３：オン資未導入医療機関での資格確認方法
マイナ
保険証 資格確認方法

ありの患者

「マイナ保険証」と「資格情報のお知らせ」を提示

＋
マイナ保険証とスマホ等でマイナポータルの
医療保険被保険者資格情報の画面を提示

＋
資格確認限定型のオン資にてマイナ保険証を読取

　　　    >>

暗証番号又は目視による資格確認は可能だが、顔認証は不可。

なしの患者 「資格確認書」を提示

　　　    

資
格
確
認
限
定
型
の
オ
ン
資
を

　

義
務
化
対
象
外
の
医
療
機
関
で

　
　
　
　
　
　
　

導
入
済
み
の
場
合

パソコン（Windows）
＋汎用カードリーダー

スマートフォン タブレット
＋Bluetooth汎用
　カードリーダー

図５：健康保険証の存続を求める署名、　　
　      ポスター（月刊保団連10月号に同封）

署名用紙署名用紙
注文フォーム注文フォーム



Ａ１　そのまま使えます。現在発行されている健
康保険証は、12月以降も最大１年間、従来通り使
用できるよう、経過措置が設けられています。た
だし、経過措置終了までに有効期限を迎えた場合
や、転職などで保険者が変更となった場合は、そ
の時点までしか使用できません。

マイナ保険証での資格確認 ～ 12月からの資格確認方法 ～経営・税務相談Ｑ＆Ａ

No.421

ＱＱ２２　12月以降、窓口での確認はどのようにす　12月以降、窓口での確認はどのようにす
るのかるのか

Ａ２　医療機関にオンライン資格確認システムが
導入されているか否かで、対応が若干異なります。
＜オンライン資格確認システム未導入医療機関＞

－以下のいずれかの方法によります―
　①　健康保険証・後期高齢者医療証で確認
　　　する。
　②　「資格確認書」(＊１)で確認する。
　③　マイナ保険証＋「資格情報のお知らせ」
　　　の２点で確認する。(＊２)
　④　マイナ保険証＋「医療保険被保険者資格
　　　情報」の２点で確認する。（＊３）

＜オンライン資格確認システム導入済医療機関＞
－以下のいずれかの方法によります―

　①　健康保険証・後期高齢者医療証で確認
　　　する。
　②　「資格確認書」で確認する。
　③　マイナ保険証で確認する。
　④　マイナ保険証＋「医療保険被保険者資格
　　　情報」の２点で確認する。

＊１「資格確認書」：マイナ保険証がない方に自　
　　 治体から送られてくる。
＊２「資格情報のお知らせ」：
　　 国保：マイナ保険証を持っている方に自治
　　　　　体から送られてくる。
　　 社保：すべての加入者に保険者から送られ
　　　　　てくる。
＊３「医療保険被保険者資格情報」：被保険者本

人がマイナポータルから入手。

　政府は12月２日より、従来の健康保険証の新規発行を終了し、「マイナ保険証」を基本とする仕組みに移行するとし、準備を進めてい
ます。それに伴い、会員の先生からマイナ保険証での資格確認に関する質問が多数、寄せられていますので、主なものをご紹介します。
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協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：10 月 17 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談
 

 

トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

 

ＱＱ１１　現在使用している健康保険証は12月　現在使用している健康保険証は12月２２日日
から使えなくなるのかから使えなくなるのか

Ａ３　現行の健康保険証の有効期限が切れる前に
送付されることになっています。送付時期は自治
体や、どの保険に入っているかなどにより異なり
ます。今、届いていないからといって、焦る必要
はありません。

ＱＱ３３　「資格確認書」はいつ送られてくるのか　「資格確認書」はいつ送られてくるのか

Ａ４　転職などにより保険証が発行されているも
ののデータ登録中のためオンライン資格確認がで
きない場合、機器のトラブルなどによりマイナン
バーカードでオンライン資格確認ができない場合
など、有効な保険証が発行されているにもかかわ
らず、マイナ保険証で資格確認ができなかった場
合には、窓口で患者さんに「被保険者資格申立
書」を記載してもらうことで、３割負担（未就学
児は２割負担。70歳以上等の方は１～３割負担）に
より自己負担額を計算することとなっています。

ＱＱ４４　マイナ保険証で認証をしたがエラーにな　マイナ保険証で認証をしたがエラーにな
り、資格確認ができなかったり、資格確認ができなかった

Ａ５　原則はその通りです。受診の都度カードリ
ーダで読み込んでください。ただし、レセプト請求
の単位である月に一度以上、マイナンバーカード
による電子資格確認、または現行の健康保険証の
提示が行われ、それ以外の受診時などには、動線など
の事情からやむを得ない場合であって、保険医療
機関などにおいて管理している被保険者番号など
を基にオンライン資格確認等システムに照会して
資格が有効であると確認できたときは、改めてマ
イナンバーカードの利用または現行の健康保険証
の提示を求めないとの特例が設けられています。

ＱＱ５５　マイナ保険証は受診の都度確認をしない　マイナ保険証は受診の都度確認をしない
といけないのかといけないのか

加入保険 有効期限
協会けんぽ、組合保険 ２０２５年１２月１日まで
東京都国民健康保険 ２０２５年９月３１日まで
後期高齢者医療 ２０２５年７月３１日まで
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西田紘一氏田賀仁氏古畑升氏山本鐵雄氏

　この講習会は、以下に掲げる施設基準の「研修要件」を満たすための講習
会です。新規に以下の施設基準を届け出る医療機関向けの講習会です。
　医療法で定められている年２ 回の医療安全講習会にも対応しています。
● 歯初診（歯科点数表の初診料の注１に係る施設基準）
● 外安全１（歯科外来診療医療安全対策加算１）
● 外感染２（歯科外来診療感染対策加算２）
● 歯援診１・２（在宅療養支援歯科診療所１・在宅療養支援歯科診療所２）
● 口管強（小児口腔機能管理料の注３に規定する口腔管理体制強化加算）
【注意】
　２０２４年度診療報酬改定により、「か強診」が「口管強」に再編され、
「口管強」に追加された研修のみ受講を希望する会員の方は、11月20日
（水）開催の第３回施設基準のための講習会にご参加ください。ご不明な点
は、協会までお問い合せください。

日　時　12月15日（日）
　　　　①歯初診、外安全１、外感染２、歯援診、口管強コース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…午後１時～６時30分
　　　　②歯初診、外安全１、外感染２…午後４時～６時30分
講　師
　　　　・繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　・ 坂下 英明 氏（�明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子

聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　・馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　・森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３Ｆ（５面＊２参照）
定　員　100名
対　象　会員
参加費　①のコース( ５種類)　８，０００円(修了証代込)
　　　　②のコース( ３種類)　５，０００円(修了証代込)
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

第第４４回施設基準のための講習会回施設基準のための講習会
～歯初診・外安全１・外感染２・歯援診・口管強～～歯初診・外安全１・外感染２・歯援診・口管強～

予約フォーム
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊1　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊3　Web開催・配信はZoomウェビナーを使用します。

　口腔機能低下症が保険導入されて６年が経ちました。しかし、算定率はい
まだに一桁のようです。私も歯科大学教育では学んだ記憶がありません。
「訪問診療を行うようになったらやればよい」と考えている人は少なくない
ようですが、通院できるうちにやっておくべき検査と訓練の話です。今次改
定でもインセンティブが与えられた分野で、自覚症状がない患者にどう説明
し訓練をさせるか？これは、治療というより指導です。超高齢社会の中で、
避けては通れないオーラルフレイルを学びませんか！

日　時　10月23日（水）午後７時～９時
講　師　松島 良次 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊１）・Web配信（＊３）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき１，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部 予約フォーム

第１第１回 学術研究会回 学術研究会

「今なぜ「今なぜオオ
33

ーーララ
33

ルルフフ
33

レイル（オラフ）を学ぶのか？」レイル（オラフ）を学ぶのか？」

　これから歯科訪問診療を始めようと思っている先生や、改めて歯科訪問診療
の保険請求の方法を確認したい先生に向けて、診療報酬やカルテ記載の基本事
項にフォーカスした講習会を開催します。歯科訪問診療に踏み出せない理由の
一つに「歯科訪問診療に伴う保険請求の仕方がわからない」という声が寄せら
れています。本講習会に参加して、歯科訪問診療への一歩を踏み出しましょう。

日　時　10月28日（月）午後７～９時 
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事） 
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊１）、 Web配信（＊３） 
定　員　会場参加：20名(先着順)、Web参加：450名 
対　象　会員
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　地域医療部

－保険請求の基本－－保険請求の基本－

これから始める歯科訪問診療講習会 これから始める歯科訪問診療講習会 

予約フォーム

第２回第２回 －臨床の基本－－臨床の基本－
　訪問診療未経験の先生からは「実際の現場をイメージできないため不安」
「どんな器材を準備したらよいかわからない」などの声をいただきます。そこ
で本講習会２回目では、歯科訪問診療の実際の症例や器材の紹介なども含めた
「臨床の基本」を開催します。懇談会形式で経験豊富な講師とディスカッショ
ンしながら不安を解消しましょう。感染対策を講じた上で、少人数制で開催
し、会員間の交流も深められたらと思います。ぜひ、ご参加ください。

日　時　12月16日（月）午後７～９時（予定） 
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事／出張歯科 四ツ木） 
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊１） 
定　員　10名(先着順)（会場参加のみ） 
対　象　会員本人のみ（歯科訪問診療未経験の方）
参加費　３，０００円（冊子「今日からできる歯科訪問診療の
　　　　手引き」を含む）事前振込制
予　約　右のQRコードからお申し込みください。 予約フォーム

第１回第１回

第１回 経営管理研究会

　2024年６月より定額減税が開始されています。定額減税によって、従業
員の年末調整や先生ご自身の確定申告においても、記載内容や記入方法な
どが例年と異なります。協会の顧問税理士である荒川俊之氏が、わかりや
すく解説します。
　また、賃上げ促進税制についてもご紹介します。賃上げ促進税制とは、
前年度より給与などの支給額を増加した方には、その増加額の一部を法人
税（個人事業主は所得税）から税額控除できる制度のことです。賃上げを
実施された診療所は、活用できるかもしれません。
　講演後、短時間ですが個別相談の時間を設けています。ご希望の方は参
加予約フォームにその旨ご記入ください。

日　時　 11月28日（木）午後７時～９時
講　師　荒川 俊之 氏（税理士／税理士法人税制経営研究所）
会　場　協会会議室（＊１）・Web開催　（＊３）
定　員　会場20名・Web500名
対　象　会員および会員の診療所の経理担当者
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部

－定額減税－－定額減税－
～押さえておきたい年末調整・確定申告のポイント～～押さえておきたい年末調整・確定申告のポイント～

予約フォーム

第３回施設基準のための講習会
～口管強追加研修～

　2024年度診療報酬改定でかかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所（か強
診）が口腔管理体制強化加算（口管強）に再編され、受講が必要な研修内
容に「エナメル質初期う蝕管理、根面う蝕管理」および「小児の心身の特
性」が追加されました。
　2024年３月末時点で「か強診」を届け出ている医療機関は、経過措置と
して2025年５月末まで「口管強」の要件を満たしているものとしてみなさ
れています。2025年６月１日以降も引き続き「口管強」に係る点数を算定
する場合は、本講習会の受講などの要件を満たした上で経過措置終了まで
に再度届出を行う必要があります。
「口管強」の追加研修のみ受講を希望する会員は、本講習会にお申込みく
ださい。
日　時　 11月20日（水）午後１時～２時
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長） 
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
　　　　お申し込みには、デンタルブックへのご登録
　　　　（会員無料）が必要です。
担　当　社保・学術部

デンタルブック
登録・ログインページ

　新規個別指導が４月から実施され、開業後、概ね半年～８カ月以内の医療
機関が選定されています。指導対策は通知が届く前の早い段階で準備を進め
ることが最も大切です。講習会では、年間100件を超える相談を基に、指導
で指摘されやすい事項を含め、保険診療の基本的なルールやカルテ記載、請
求方法、自費と保険の考え方を丁寧に解説します。
６月施行の診療報酬改定の内容も踏まえた講習となっております。これか

ら開業を検討しておられる先生や勤務医の先生、改めて保険のルールなどに
ついて確認したいという先生にも、ぜひご参加いただきたい講習会です。

日　時　11月10日（日）正午～午後５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場（４Ｆ）（＊２）
定　員　50名
対　象　会員・未入会員
参加費　会員１３，０００円、未入会員３０，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

－　－　新規個別指導を控える先生、　新規個別指導を控える先生、　
　改めて保険診療を学びたい先生へ　　改めて保険診療を学びたい先生へ　－－

新 規 開 業 医 講 習 会新 規 開 業 医 講 習 会

予約フォーム

★来年５月末までに要受講要受講

デンタルブック
登録・ログインページ

第 ７ 回 院内感染防止対策講習会

　歯科診療報酬点数表の初診料の注１に規定する施設基準（歯初診）およ
び、歯科外来診療感染対策加算１（外感染１）の施設基準に対応した「院
内感染防止対策講習会」を開催します。
　参加希望の方は、デンタルブックのトップ画面＝マイページからご予約
ください。参加費の決済方法は、申込み受付後にメールでご案内いたします。

日　時　 12月18日（水）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
　　　　お申し込みには、デンタルブックへのご登録
　　　　（会員無料）が必要です。
担　当　社保・学術部

★４年に一度の受講が必須必須



協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
４
年
９
月

  1 日  睡眠時無呼吸症（SAS）の口腔内装
　　　置 （OA）治療のための講習会
  2 月  第 2 回医科歯科連携会議
  3 火  第 6 回広報・ホームページ部会
  4 水  第 5 回経営管理部会、厚労省要請
  6 金  第 6 回総務会議
10 火  第 6 回共済部会
11 水  第 4 回医事相談部会
12 木  第10回理事会
13 金  第 3 回メディア懇談会

17 火  第 5 回社保･学術部会
18 水  ｢保険でよい歯を｣ 東京連絡会世話人
　　　会、休保審査会（医科）
19 木  会員無料相談デー、第 8 回オンライン
　　   資格確認義務不存在確認等請求訴訟
　　   第8回口頭弁論・記者会見兼説明会
22 日  保団連医療研究フォーラム（～ 23日）
25 水  第 5 回組織部会
26 木  国会行動、いのちまもる 9・26総行動
28 土  休保審査会（全国）

（６）第６５５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）１０月１日 （第三種郵便物認可）
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10
月
1
日
か
ら
、
後
発
医
薬

品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

が
あ
る
薬
で
、
先
発
医
薬
品

（
長
期
収
載
品
）
の
処
方
を
希

望
さ
れ
た
場
合
、
通
常
の
窓
口

負
担
（
1
〜
３
割
）
に
加
え

て
、
特
別
な
料
金
を
徴
収
し
ま

す
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
先
発

医
薬
品
と
後
発
医
薬
品
の
価
格

差
の
４
分
の
１
相
当
の
料
金
を

指
し
、
課
税
対
象
と
な
る
た
め

10
％
の
消
費
税
分
を
徴
収
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
先
発
医
薬
品

の
選
定
療
養
化
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
険
診
療
と
保
険
外

診
療
の
混
合
を
例
外
的
に
認
め

て
い
る「
保
険
外
併
用
療
養
費
」

と
い
う
制
度
で
す
。
歯
科
で
は

金
属
床
総
義
歯
、
前
歯
部
の
金

属
歯
冠
修
復
に
使
用
す
る
金
合

金
な
ど
で
、
患
者
さ
ん
か
ら
徴

収
す
る
特
別
な
料
金
の
内
容
を

厚
生
局
に
報
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
本
件
の
先
発

医
薬
品
の
選
定
療
養
は
報
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
発
医
薬
品
が
医
療
上
必
要

と
判
断
し
た
場
合
（
下
記
表
に

示
し
た
４
項
目
）
は
、
選
定
療

養
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.8787

10
月
か
ら
始
ま
る

先
発
医
薬
品
の
負
担
増

10
月
か
ら
行
わ
れ
る
先
発

医
薬
品
の
選
定
療
養
化
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？ 

２
０
２
４
年
度
第
９
回
理
事
会

◆
第
９
回
理
事
会
◆

　
８
月
22
日
㈭
、
午
後
７
時
00

分
～
10
時
05
分
。
会
長
、
副
会

長
５
名
、
理
事
13
名
、
監
事
２

名
、
事
務
局
10
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
８
月
22
日
の

東
京
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
市

民
集
会
『
困
っ
た
も
ん
だ
よ
、

マ
イ
ナ
保
険
証
～
本
当
に
健
康

保
険
証
を
廃
止
し
て
い
い
の
か

?!
～
』
に
参
加
し
た
橋
本
健
一

理
事
が
報
告
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　
①
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
に
つ
い
て
の
考
え
方
（
ま
と

め
）、
②
会
員
の
意
識
と
実
態

調
査
（
案
）、
③
東
京
都
予
算

等
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
、

④
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
運
動
に
つ
い
て
、
⑤
「
２
０

２
４
年
全
国
歯
科
技
工
所
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」、
⑥
厚
労
省
要

請
（
案
）、
⑦
口
管
強
の
施
設

基
準
に
係
る
追
加
研
修
―
な
ど

に
つ
い
て
協
議
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
第
８

回
保
団
連
理
事
会
（
８
月
３

日
）
の
報
告
を
確
認
。

【
庶
務
等
報
告
お
よ
び
提
案
】　

事
務
局
の
人
事
異
動
と
緊
急
に

対
応
が
必
要
な
協
会
業
務
の
見

直
し
事
項
（
①
電
話
対
応
時
間

の
変
更
、
②
各
部
会
の
開
催
に

つ
い
て
、
③
研
究
会
、
講
習

会
、
懇
談
会
な
ど
の
開
催
の
見

直
し
、
④
月
の
後
半
の
理
事
会

の
開
催
中
止
）
を
９
月
１
日
か

ら
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
９
月
１

日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
８
月
１
日

付
会
員
数
６
千
44
名
（
入
会
22

名
、
退
会
19
名
）。

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎ 03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2024 年 6 月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
2,750 円（税込）

「
院
外
処
方
」
と
し
て
10
月

1
日
か
ら
処
方
箋
様
式
が
変
更

「
院
外
処
方
」
と
「
院
内

処
方
」
で
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。

さ
れ
ま
す
。「
医
療
上
の
必
要

性
」
に
よ
り
後
発
医
薬
品
へ
の

変
更
を
不
可
と
す
る
場
合
、

「
変
更
不
可（
医
療
上
必
要
）」

欄
で
該
当
医
薬
品
に
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
ま
た
、「
医
療
上
の

必
要
性
」
が
な
く
、
患
者
さ
ん

の
希
望
に
よ
り
先
発
医
薬
品
を

処
方
す
る
場
合
は
「
患
者
希

望
」
欄
で
該
当
医
薬
品
に
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
す
。
な
お
、「
変
更

不
可
（
医
療
上
必
要
）」
欄
と

「
患
者
希
望
」
欄
の
い
ず
れ
も

チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
、
薬
局

で
患
者
さ
ん
が
先
発
医
薬
品
か

後
発
医
薬
品
か
を
選
択
し
、
先

発
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
た
場
合

は
、
選
定
療
養
の
対
象
と
な

り
、
前
述
の
特
別
な
料
金
が
徴

収
さ
れ
ま
す
。

「
院
内
処
方
」
の
医
療
機
関

も
先
発
医
薬
品
の
選
定
療
養
の

対
象
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
か

ら
の
事
務
連
絡
（
7
月
12
日

付
）
で
、
院
内
で
後
発
医
薬
品

を
採
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、

「
後
発
医
薬
品
を
提
供
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
」
の
特
別
な

事
情
に
該
当
す
る
た
め
、
選
定

療
養
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
従

来
の
保
険
給
付
に
な
る
と
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
レ
セ
プ
ト
に

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
院
内
で
の
注
射
は
選

定
療
養
の
対
象
で
す
が
、「
院

内
処
方
」
と
同
じ
く
院
内
で
後

発
医
薬
品
を
採
用
し
て
い
な
け

れ
ば
、
対
象
に
な
ら
な
い
と
解

釈
で
き
ま
す
。

国
は
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担

割
合
の
引
き
上
げ
や
、
高
所
得

者
の
年
金
の
削
減
な
ど
を
行

い
、
社
会
保
障
費
の
抑
制
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
今

回
の
先
発
医
薬
品
に
お
け
る
患

者
負
担
増
が
あ
り
ま
す
。
現

状
、
後
発
医
薬
品
に
お
い
て
、

先
発
品
よ
り
効
果
が
低
い
と
の

報
告
や
、
添
加
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
発
現
が
認
め
ら
れ
た
な
ど
の

報
道
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
が
不

安
に
感
じ
る
こ
と
は
理
解
で
き

ま
す
。
行
政
に
は
後
発
医
薬
品

の
効
果
や
安
全
性
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　
　
会
長　
坪
田
有
史

①

長期収載品と後発医薬品で薬事上承認された効
能・効果に差異がある場合であって、当該患者
の疾病に対する治療において長期収載品を処方
等する医療上の必要があると医師等が判断する
場合。

②

当該患者が後発医薬品を使用した際に、副作用
や、他の医薬品との飲み合わせによる相互作用、
先発医薬品との間で治療効果に差異があったと
医師等が判断する場合であって、安全性の観点
等から長期収載品の処方等をする医療上の必要
があると判断する場合。

③

学会が作成しているガイドラインにおいて、長
期収載品を使用している患者について後発医薬
品へ切り替えないことが推奨されており、それ
を踏まえ、医師等が長期収載品を処方等する医
療上の必要があると判断する場合。

④

後発医薬品の剤形では飲みにくい、吸湿性によ
り一包化ができないなど、剤形上の違いにより、
長期収載品を処方等をする医療上の必要がある
と判断する場合。ただし、単に剤形の好みによ
って長期収載品を選択することは含まれない。

表　選定療養の対象外とする事由

薬
剤
長
期
収
載
品
の
選
定
療
養

薬
剤
長
期
収
載
品
の
選
定
療
養

10
月
１
日
か
ら
先
発
医
薬
品

（
長
期
収
載
品
）の
選
定
療
養
化

が
開
始
さ
れ
る
。選
定
療
養
制

度
に
つ
い
て
は
、上
記「
教
え
て

！
会
長
!!
」を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。こ
ち
ら
で
は
、対
象
と
な
る

医
薬
品
や
具
体
的
な
レ
セ
プ
ト

記
載
方
法
を
解
説
す
る
。長
期
収

載
品
の
対
象
医
薬
品
は
１
千
95

品
目
、
歯
科
で
使
用
頻
度
の
高

い
医
薬
品
は
約
100
品
目
に
上
る
。

た
だ
し
、
長
期
収
載
品
の
す

べ
て
が
選
定
療
養
と
な
る
わ
け

で
は
な
く
、
後
述
す
る
条
件
に

当
て
は
ま
る
場
合
は
選
定
療
養

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
処
方

箋
様
式
は
10
月
か
ら
変
更
と
な

る
が
、
従
来
の
様
式
を
修
正
し

て
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
。

１
．対
象
と
な
る
要
件
と
患
者
負
担

①
医
師
・
歯
科
医
師
が
医
療
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

（
院
外
処
方
の
場
合
は
処
方
箋

の
「
変
更
不
可
（
医
療
上
必

要
）」
欄
に
「
✓
」
ま
た
は

「
×
」
を
記
載
し
た
場
合
）、

②
後
発
医
薬
品
の
在
庫
状
況
等

を
踏
ま
え
、
医
療
機
関
や
保
険

薬
局
で
後
発
医
薬
品
が
提
供
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
場
合

は
、選
定
療
養
の
対
象
と
な
る
。

先
発
医
薬
品
と
後
発
医
薬
品

の
価
格
差
の
４
分
の
１
相
当
の

料
金
を
特
別
な
料
金
（
選
定
療

養
）
と
し
て
患
者
か
ら
別
途
受

領
す
る
。「
特
別
の
料
金
」
は

課
税
対
象
で
あ
る
た
め
、
消
費

税
分
を
加
え
て
受
領
す
る
。

２
．
対
象
と
な
る
医
薬
品

以
下
①
ま
た
は
②
が
対
象
と

な
る
。
対
象
医
薬
品
リ
ス
ト
は

厚
労
省
Ｈ
Ｐ「
後
発
医
薬
品
の

あ
る
先
発
医
薬
品（
長
期
収
載

品
）
の
選
定
療

養
に
つ
い
て
」

を
参
照
。

①
後
発
医
薬
品
が
初
め
て
薬
価

基
準
に
収
載
さ
れ
た
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
る
医

薬
品
で
後
発
医
薬
品
置
き
換
え

率
が
１
％
以
上
の
も
の

②
後
発
医
薬
品
の
置
き
換
え
率

が
50
％
以
上
で
あ
る
も
の

【
対
象
と
な
る
歯
科
の
医
薬
品

の
例
】

・
ボ
ル
タ
レ
ン
錠
25
㎎
、
ロ
キ

ソ
ニ
ン
細
粒
10
％
、
ジ
ス
ロ
マ

ッ
ク
錠
250
㎎
な
ど
。

３
．
レ
セ
プ
ト
記
載

（
１
）
選
定
療
養
の
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
の
レ
セ
プ
ト
・
処

方
箋
記
載

①
院
内
処
方
の
場
合
の
レ
セ
プ

ト
記
載

医
療
上
の
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
、
お
よ
び
後
発

医
薬
品
の
在
庫
状
況
等
を
踏
ま

え
、後
発
医
薬
品
を
提
供
す
る

こ
と
が
困
難
で
選
定
療
養
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
は
、
別
表

の
理
由
よ
り
選
択
し
て
、レ
セ

プ
ト
の「
摘
要
」欄
に
記
載
す
る
。

②
院
外
処
方
の
場
合
の
処
方
箋

記
載処

方
箋
の
「
変
更
不
可
（
医

療
上
必
要
）」
欄
に
「
✓
」
ま

た
は
「
×
」
と
記
載
し
、「
保

険
医
署
名
」
欄
に
署
名
ま
た
は

記
名
、
押
印
す
る
。

記
載
が
な
い
場
合
、
薬
局
で

の
聴
き
取
り
に
よ
り
「
患
者
希

望
」
が
確
認
で
き
た
場
合
、
選

定
療
養
の
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

（
２
）選
定
療
養
の
対
象
と
な
る

場
合
の
レ
セ
プ
ト
・
処
方
箋
記
載

①
院
内
処
方
の
場
合
の
レ
セ
プ

ト
記
載

当
該
医
薬
品
の
後
に「（
選
）」

と
記
載
し
、
所
定
単
位
に
つ

き
、
選
定
療
養
に
係
る
額
を
除

い
た
薬
価
を
用
い
て
算
出
し
た

点
数
を
記
載
す
る
。

【
記
載
例
】

ジ
ス
ロ
マ
ッ
ク
錠
250
㎎
（
選
）

３
錠　
43
×
３

②
院
外
処
方
の
場
合
の
処
方
箋

記
載処

方
箋
の
「
患
者
希
望
」
欄

に
医
薬
品
ご
と
に
「
✓
」
ま
た

は
「
×
」
と
記
載
す
る
。

（別表１）
コード レセプト表示文言

820101320
長期収載品と後発医薬品で薬
事上承認された効能・効果に
差異があるため

820101321

患者が後発医薬品を使用した
際、副作用や他の医薬品との
飲み合わせによる相互作用、
長期収載品との間で治療効果
に差異があったため

820101322

学会が作成しているガイドラ
インにおいて、長期収載品を
使用している患者について後
発医薬品へ切り替えないこと
が推奨されているため

820101323 剤形上の違いにより、長期収載
品を処方等の必要があるため

820101324
後発医薬品の在庫状況等を踏
まえ後発医薬品を提供するこ
とが困難なため

４
．
疑
義
解
釈
よ
り
抜
粋

（
問
）
院
内
採
用
品
に
後
発
医

薬
品
が
な
い
場
合
は
、「
後
発
医

薬
品
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
」
に
該
当
す
る
と
考
え

て
保
険
給
付
し
て
よ
い
か
。

（
答
）
患
者
が
後
発
医
薬
品
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
従
来
通
り
の
保
険
給
付
と

し
て
差
し
支
え
な
い
。

５
．
院
内
掲
示
に
つ
い
て

「
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発

医
薬
品
の
処
方
等
又
は
調
剤
に

係
る
費
用
徴
収
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
当
該
保
険
医
療
機
関
及

び
当
該
保
険
薬
局
内
の
見
や
す

い
場
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
。
掲
示
す
る
内
容
に
つ

い
て
は
、
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
の
ポ
ス

タ
ー
を
参
考
に

さ
れ
た
い
。

厚労省HP

厚労省HP



　
去
る
６
月
に
来
日
し
た
米
国

籍
の
14
歳
の
孫
娘
が
、
友
だ
ち

と
の
チ
ャ
ッ
ト
で
「
米
国
で

は
、
３
年
後
に
女
子
も
徴
兵
制

度
に
参
加
す
る
こ
と
が
議
会
で

決
ま
っ
た
」
と
言
っ
て
、
深
刻

に
悩
ん
で
い
た
。

　
米
国
の
現
状
は
、
い
わ
ゆ
る

徴
兵
制
で
は
な
く
「
選
抜
徴
兵

登
録
制
度
」（S

elective 
S
erv

ice S
y
stem

）

で
、
18
〜
25
歳
ま
で
の
男
性
が

こ
の
制
度
へ
の
登
録
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
女
性
も
そ
の

対
象
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
見
方
を

変
え
る
と
全
面
戦
争
へ
の
準
備

と
受
け
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
８
月
６
日
に

ロ
シ
ア
へ
越
境
攻
撃
し
、
ク
ル

ス
ク
州
を
占
拠
し
た
。
い
ず
れ

北
部
３
州
の
占
拠
を
目
指
し
て

い
る
と
い
う
。
米
国
製
最
新
鋭

戦
闘
機
「
Ｆ
16
」
の
供
与
も
始

ま
っ
て
い
る
。
私
は
、
こ
れ
ま

で
は
ロ
シ
ア
が
戦
術
核
兵
器
使

用
を
ち
ら
つ
か
せ
つ
つ
、
一
方

的
な
大
国
主
義
的
侵
略
を
進
め

る
こ
と
に
対
し
、
強
く
反
対
し

て
き
た
。
し
か
し
、
今
の
事
態

を
見
て
い
る
と
、
劣
勢
に
立
た

さ
れ
、
ロ
シ
ア
と
同
じ
く
欧
米

諸
国
な
ど
か
ら
の
経
済
制
裁
で

苦
し
ん
で
い
る
中
国
、
北
朝

鮮
、
イ
ラ
ン
、
お
よ
び
ア
フ
リ

カ
と
中
南
米
の
多
く
の
シ
ン
パ

国
を
も
巻
き
込
ん
だ
新
「（
悪

の
）
枢
軸
国
」
と
し
て
手
を
組

み
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
実
質
的
に

支
え
て
き
た
米
国
を
中
心
と
す

る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約

機
構
）
32
カ
国
、
お
よ
び
日
本

を
含
む「
連
合
国
」（U

nited 
N
ations

）
と
の
間
で
、
核

兵
器
を
大
量
に
持
っ
た
者
同
士

に
よ
る
事
実
上
の
第
３
次
世
界

大
戦
に
突
入
す
る
可
能
性
が
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
と
心
底
危

惧
し
て
い
る
。
も
し
、
全
面
的

な
核
戦
争
に
な
れ
ば
、
直
接
駆

り
出
さ
れ
る
若
者
た
ち
や
女

性
、
子
ど
も
、
お
よ
び
高
齢
者

に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
人
類
が
滅

び
か
ね
な
い
。

　
国
・
国
民
の
貧
富
の
差
、
家

庭
・
個
人
の
貧
富
の
差
が
世
界

の
平
和
を
壊
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
唯
一
の
核
被
爆

国
で
あ
る
我
が
国
が
、
そ
の
危

機
に
対
峙
し
、「
核
兵
器
を
使

わ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
強
く

訴
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
歯
科
医
療
界
に

携
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
私

た
ち
歯
科
医
師
の
役
割
は
何
で

あ
ろ
う
か
。
国
民
一
人
ひ
と
り

の
口
腔
の
健
康
維
持
と
そ
れ
に

よ
る
楽
し
い
食
生
活
を
送
っ
て

も
ら
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
口
腔

か
ら
の
全
身
の
健
康
維
持
管
理

を
援
助
す
る
こ
と
で
あ
る
と
、

今
更
な
が
ら
思
い
至
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
平
和
な
世
の
中
で

な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
。
で

あ
れ
ば
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ

と
は
、
世
界
平
和
を
訴
え
る
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
国
民
の

口
腔
の
健
康
の
維
持
増
進
に
協

力
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
当
協
会
設
立
の
原
点
は
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
守
り
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
か
に
質

の
高
い
歯
科
医
療
を
国
民
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
と
い

う
こ
と
、
医
療
従
事
者
が
安
心

し
て
医
療
活
動
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と̶

で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

藤野  健正
（監事／渋谷区）

  米国徴兵制の現状と世界情勢  米国徴兵制の現状と世界情勢
   ― 我が国、歯科医師そして協会の真の役割   ―我が国、歯科医師そして協会の真の役割

　
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
荻
原
博
子
さ
ん
に
よ
る
連

載「
マ
イ
ナ
保
険
証
の〝
失
態
〞を
追
う
〜
こ
の
ま
ま
見

過
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
〜
」。運
用
開
始
以
降
、全
国

で
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぐ〝
マ
イ
ナ
保
険
証
〞を
テ
ー
マ

に
、経
済
分
野
の
専
門
家
の
視
点
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
問
題
の
根
幹
に
あ
る
も
の
や
、そ
の
行
く
末
に

つ
い
て
ご
執
筆
い
た
だ
く
。今
回
は
７
回
目
。

日日　
本
の
医
療
に
は
〝
デ
ジ
タ
ル
化
〞
が
必

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
含
め
て
、
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
は
「
ど
ん

な
〝
デ
ジ
タ
ル
化
〞
で
、
ど
れ
だ
け
世
の
中

が
便
利
に
な
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
感
染
症
情
報
と
し
て
は
「
ハ
ー
シ

ス
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）」「
ネ
シ
ッ
ド
（
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
）」「
コ
コ
ア
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）」

が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
情
報
で
は
「
ブ
イ

シ
ス
（
Ｖ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）」、
ワ
ク
チ
ン
摂
取
記

録
シ
ス
テ
ム
で
は
「
Ｖ
Ｒ
Ｓ
」。
医
療
情
報

で
は
「
ジ
ー
ミ
ス
（
Ｇ
―
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）」「
イ
ー

ミ
ス
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）」。

と
こ
ろ
が
、
役
に
立
た
な
い
も
の
が
多
か

っ
た
。
中
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触

確
認
ア
プ
リ
の
「
コ
コ
ア
」
は
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
数
約
４
千
万
件
な
の
に
、
致
命
的
な
不

具
合
が
発
生
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
４

カ
月
も
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
お
粗
末

さ
。税
金
を
ド
ブ
に
捨
て
て
終
わ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
」
で
な
く

な
ぜ
「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
」
で
な
く

　
「
ハ
ー
シ
ス
」
だ
っ
た
の
か

　
「
ハ
ー
シ
ス
」
だ
っ
た
の
か

「
コ
コ
ア
」
よ
り
も
ひ
ど
か
っ
た
の
は
、

（ 7） 第６５５号 ２０２４年（令和６年）１０月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）
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て
済
ん
だ
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

東
京
の
歯
科
医
院
に

東
京
の
歯
科
医
院
に

　

北
海
道
か
ら
通
う
患
者
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

　

北
海
道
か
ら
通
う
患
者
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
集
め
、
集
め
た
デ

ー
タ
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
と
い
う
利
用
者

の
視
点
が
抜
け
落
ち
た
〝
デ
ジ
タ
ル
化
〞
な

ど
、
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
、
い
ま
政
府
が
進
め

て
い
る
医
療
Ｄ
Ｘ
に
も
感
じ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
見
ら
れ
る
医
療
情
報

は
、
ほ
と
ん
ど
が
レ
セ
プ
ト
情
報
。
検
査
を

し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
も
、
検
査
の
結
果
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
も
、
１
〜
３
カ
月
前
の

古
い
情
報
な
の
で
、
こ
れ
を
見
て
診
療
さ
れ

る
の
は
怖
い
こ
と
で
す
。

そ
も
そ
も
、
歯
科
診
療
所
に
や
っ
て
く
る

患
者
さ
ん
は
近
隣
の
人
。
東
京
の
歯
科
診
療

所
に
、
北
海
道
や
九
州
か
ら
歯
の
治
療
に
通

う
と
い
う
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
す
る
こ
と
で
、
脆
弱
な
接
続
箇
所
か
ら

悪
質
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
が
入
り
込

む
こ
と
の
ほ
う
が
怖
い
。
そ
う
な
っ
た
ら
、

前
回
書
き
ま
し
た
が
、
病
院
は
治
療
も
で
き

ず
に
お
手
上
げ
で
す
。

日
本
政
府
は
〝
デ
ジ
タ
ル
〞
を
使
い
こ
な

す
能
力
が
低
く
、「
世
界
デ
ジ
タ
ル
競
争
ラ

ン
キ
ン
グ
」（
２
０
２
３
年
）
で
は
32
位
。

韓
国
が
６
位
、
台
湾
が
９
位
、
香
港
が
10

位
、
中
国
も
19
位
な
の
で
、
メ
ン
ツ
に
か
け

て
何
と
か
一
発
逆
転
し
た
い
の
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
そ
れ
が
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
で
、
し
か

も
多
く
の
企
業
も
こ
れ
に
接
続
す
る
と
い
う

の
は
、
あ
ま
り
に
危
険
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

失
敗
続
き
の
日
本
の
〝
デ
ジ
タ
ル
化
〞

に
、
私
た
ち
は
ど
こ
ま
で
付
き
合
わ
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

医
師
が
患
者
情
報
を
入
力
す
る
「
ハ
ー
シ

ス
」。
入
力
項
目
が
120
〜
130
も
あ
り
、
入
力

だ
け
で
１
人
あ
た
り
30
分
も
か
か
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
診
察
で
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
た
医

師
が
、
診
察
後
に
こ
れ
を
入
力
す
る
と
明
け

方
近
く
に
な
っ
て
し
ま
い
、「
ハ
ー
シ
ス
地

獄
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
も
っ
と
驚
い
た
の
は
、
実
は

厚
生
労
働
省
は
10
年
も
の
歳
月
を
費
や
し
て

コ
ロ
ナ
前
か
ら
「
症
例
情
報
迅
速
集
積
シ
ス

テ
ム
（
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
）」
と
い
う
、「
ハ
ー
シ

ス
」
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
既
に
研
究
・
開
発

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
「
ハ
ー
シ
ス
」
だ

と
30
分
か
か
る
入
力
が
、「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
」
な

ら
わ
ず
か
１
分
。

「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
」
を
開
発
し
た
北
見
工
業
大

の
奥
村
貴
史
教
授
は
、「
自
治
体
が
使
い
や

す
い
よ
う
意
見
交
換
を
重
ね
て
設
計
し
て
い

た
の
に
、
政
府
は
過
去
の
教
訓
を
生
か
さ

ず
、
ハ
ー
シ
ス
を
導
入
し
た
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。「
ハ
ー
シ
ス
」
開
発
の
陣
頭
指
揮
を

と
っ
た
当
時
の
橋
本
岳
厚
生
労
働
副
大
臣

も
、「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
に
必
要
な
機
能
が
備
わ
っ

て
い
る
と
担
当
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
れ

ば
、
採
用
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
の

こ
と
。

し
か
も
、「
ハ
ー
シ
ス
」
で
は
膨
大
な
デ

ー
タ
が
集
め
ら
れ
た
の
に
、
そ
れ
が
ど
う
活

用
さ
れ
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
一
方
、

「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
」
は
北
海
道
が
導
入
し
、
ク
ラ

ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
が
発
生
し
た
地
域

へ
の
医
師
派
遣
な
ど
に
役
立
て
て
い
て
、
道

の
感
染
症
対
策
担
当
者
は
「
ハ
ー
シ
ス
で
は

な
く
、
最
初
か
ら
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
が
使
わ
れ
て
い

れ
ば
、
保
健
所
や
自
治
体
の
負
担
は
少
な
く

連載連載

第第７７回　驚愕する日本の医療の“デジタル化” !!回　驚愕する日本の医療の“デジタル化” !!

経済ジャーナリスト

荻原 博子
経済ジャーナリストマイナ保険証のマイナ保険証の〝〝失態失態〟〟を追うを追う

～このまま見過すことはできません～

本連載を本連載を
Webで読むWebで読む　☝

荻原 博子（おぎわら・ひろこ） ／経済ジャ
ーナリスト。家計に根ざした視点で経済を
語る。バブル崩壊直後からデフレの長期化
を予想し、現金に徹した資産防衛、家計運
営を提唱し続けている。新聞・経済誌など
に連載。新聞、雑誌等の連載やテレビのコ
メンテーターとしても活躍中。近書に「マイ
ナ保険証の罠」（文春新書）、「マイナンバー
カードの大問題」（宝島社新書）など。

profi le



協
会
は
８
月
29
日
、「
２
０

２
４
年
度
の
個
別
指
導
、
集
団

的
個
別
指
導
を
知
る
」
と
題
し

社
保
研
究
会
を
開
催
し
た
。
こ

れ
は
、
24
年
度
の
集
団
的
個
別

指
導
が
９
月
５
日
、
10
日
に
実

施
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
通
知
が

届
い
た
会
員
を
中
心
に
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
に
開
い
た
も
の

調査結果は機関紙やメディアなどにも公表します。また、
さまざまな要望の基礎資料として活用いたします

会員の意識と実態調査のお願い

重 要
ご 覧 く だ さ い

本調査は、5年に一度、東京歯科保険医協会の会員に対して行っている大切な調
査です。ご回答に協力ください。

調査についてのお問合せは
東京歯科保険医協会　政策委員会まで

０３ｰ３２０５ｰ２９９９
受付時間 午前：10時00分～12時30分
 （平  日） 午後：  1時30分～ 5時00分

調査期間　２０２４年１０月１日（火）～１０月３１日（木）

書面アンケート（調査票）を上記期間内に同封の返信

封筒でご返送ください。

※ 詳細は同封の案内状をご覧ください。

東京都新宿区高田馬場1-29-8 いちご高田馬場ビル6階
https://www.tokyo-sk.com/　　info@tokyo-sk.com

東京歯科保険医協会

回答はチェックのみ！

切手を貼らずに、封筒を
投函してください

調査票は同封の返信封筒に三
つ折りにして入れてください
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お送りいただいた調査結果は数値
化し、データとして活用します

協会では歯科医療の現状と会員の意識を把握するために１０月３１日 （木曜日） まで「会員の意識と実態調査」を

実施しています。 こちらの封筒が届きましたら、 本調査にご協力いただきますようお願いいたします。

会員の

封筒には「ご案内状」「調査票」「返信封筒」の３点を同封しています。

書面アンケート
回答受付中

お問い合わせは政策委員会まで

で
、
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
合
わ

せ
110
人
が
参
加
し
た
。

▼
個
別
指
導
の
特
徴
点

な
ど
を
中
心
に
解
説

加
藤
開
副
会
長
が
講
師
を
務

め
、
24
年
度
の
開
示
請
求
結
果

を
も
と
に
集
団
的
個
別
指
導
の

選
定
基
準
や
仕
組
み
を
解
説

し
、
新
規
個
別
指
導
や
個
別
指

導
の
選
定
基
準
に
も
触
れ

た
。
今
年
度
は
、「
高
点
数
」

に
よ
る
個
別
指
導
が
８
件
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
個
別
指
導
の

中
心
は
、
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
、

審
査
支
払
機
関
か
ら
の
「
情
報

提
供
」
や
「
再
指
導
」
に
よ
る

も
の
が
多
い
こ
と
を
示
し
、

「
高
点
数
に
よ
る
指
導
を
心
配

し
な
い
・
萎
縮
診
療
を
し
な
い

で
欲
し
い
。
適
切
な
保
険
請
求

と
カ
ル
テ
記
載
こ
そ
が
最
善
の

指
導
対
策
」
と
説
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
指
定
医

療
機
関
を
対
象
に
し
た
指
導
計
画

と
そ
の
特
徴
に
も
言
及
し
た
。

▼
定
例
報
告
や
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
猶
予
届
出
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

最
後
に
、
８
月
末
の
提
出
が

求
め
ら
れ
て
い
る
歯
科
診
療
所

の
定
例
報
告
、
光
デ
ィ
ス
ク
等

で
レ
セ
プ
ト
を
請
求
し
て
い
る

医
療
機
関
に
向
け
て
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
猶
予
届
出
に
つ
い
て

も
解
説
し
、
必
要
な
報
告
や
申

請
を
忘
れ
ず
に
行
う
よ
う
呼
び

か
け
た
。

協
会
は
９
月
13
日
、
第
３
回

メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
（
通
算
103

回
）
を
開
催
し
、
メ
デ
ィ
ア

２
社
３
名
が
参
加
。
馬
場
安

彦
副
会
長
が
説
明
し
、
早
坂

美
都
副
会
長
が
進
行
を
務

め
、
施
行
か
ら
３
カ
月
が
経

過
し
た
診
療
報
酬
改
定
の
ほ

か
、
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
や

署
名
の
取
り
組
み
、
協
会
が

行
っ
た
来
年
度
東
京
都
予
算

に
関
す
る
要
請
な
ど
に
つ
い

て
懇
談
し
た
。

今
次
改
定
で
新
設
さ
れ
た
ベ

「
い
い
（
11
）
歯
（
８
）」

と
読
む
語
呂
合
わ
せ
か
ら
11

月
８
日
は
「
イ
イ
歯
デ
ー
」

で
す
。「
保
険
で
よ
い
歯
を
」

東
京
連
絡
会
で
は
、
毎
年
11

月
の
初
旬
に
宣
伝
・
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
11
月
２
日
（
土
）
午

後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分
に
新
宿
駅
南
口
改
札
前
で

開
催
し
ま
す
。「
健
康
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
治
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
改
善
を
」「
歯
科

医
療
充
実
の
た
め
に
は
診
療

報
酬
の
拡
充
が
必
要
」「
歯
科

衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の
仕

事
が
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
」

な
ど
を
道
行
く
人
々
に
訴
え

ま
す
。

ま
た
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
署
名
の
活
動
も
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
。
歯
科
医
療
の
充

実
に
必
要
な
国
の
予
算
の
増

額
や
健
康
保
険
で
受
け
ら
れ

る
歯
科
治
療
の
範
囲
の
拡
大

な
ど
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
・

歯
科
技
工
士
な
ど
の
歯
科
医

療
従
事
者
は
も
ち
ろ
ん
医
療

を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
ご
参

加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、「
保
険

で
よ
い
歯
を
」
東
京
連
絡
会(

☎
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９

９
９)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

11月11月２２
日日開催！開催！イイイイ歯歯デーデー

保険で保険でより良い歯科医療より良い歯科医療のためにのために

街頭宣伝街頭宣伝にご協力をにご協力を

指
導
対
策
の〝
要
〞は

適
切
な
保
険
請
求
と
カ
ル
テ
記
載

適
切
な
保
険
請
求
と
カ
ル
テ
記
載

講師の加藤開副会長講師の加藤開副会長

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
に
つ
い

て
、
７
月
１
日
現
在
の
都
内

の
歯
科
診
療
所
の
届
出
率
が

12
％
台
に
留
ま
っ
て
い
る
（
※

歯
外
在
ベ
Ⅰ
）
こ
と
が
話
題

に
上
が
っ
た
。
９
月
に
入
り
、

厚
生
労
働
省
か
ら
届
出
方
法

の
簡
素
化
が
公
表
さ
れ
た

が
、
馬
場
氏
は
「
都
内
に
あ

る
小
規
模
な
歯
科
医
院
で
は

届
出
に
手
が
回
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
」
と
、

依
然
と
し
て
複
雑
さ
が
残
る

届
出
に
つ
い
て
説
明
し
、「
協

会
と
し
て
は
基
本
診
療
料
や

技
術
料
を
引
き
上
げ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
続
け

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
に
関
す
る

医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
の
声

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
義
務
化
の
問
題

に
関
連
し
て
、〝
オ
ン
資
義
務

化
撤
回
訴
訟
〞
に
触
れ
た
馬

場
氏
は
「
個
人
の
力
で
国
を

動
か
す
こ
と
が
難
し
い
中
、

協
会
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

は
良
い
機
会
で
あ
る
。
一
開

業
医
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て

く
れ
る
も
の
だ
」
と
し
、
参

加
者
に
積
極
的
な
取
材
を
呼

び
か
け
た
。

日時日時
11月11月２２日（土）日（土）
午後午後００時30分～時30分～１１時30分時30分
場所場所
新宿駅南口 改札前新宿駅南口 改札前

「小規模医院は手が回らない」
ベア評価料届出が議題に

メディア懇談会

メディア懇談会の様子

　
　
　
　
　
　  

　
　
社
保
研
究
会
に
110
人
が
参
加

（８）第６５５号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）１０月１日 （第三種郵便物認可）
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